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新宮
し ん ぐ う

自転車道線の供用
　

について

和歌山県では、「サイクリング王国わかやま」の実現に向け、地域の魅力を楽しみな
がら、観光や健康づくりを促進する、利便性と安全性を備えた「川・山・海」のサイ
クリングロードの整備を進めています。

「海のサイクリングロード」のうち、太地新宮自転車道線は、太地町太地から那智勝
浦町を経て、新宮市新宮に至る延長約２５．３ｋｍの区間であり、これまで整備して
きた太地町森浦から那智勝浦町二河地内の１,０００ｍ区間に続き、今回、平成２８年
度から整備を進めてきた同町二河地内の７００ｍ区間が「自転車歩行者専用道路」と
して供用します。

今回の供用により、自転車交通の安全確保と観光振興への寄与が期待できます。

太地新宮自転車道線の那智勝浦町二河
にこう

地内の７００ｍを

令和元年７月１９日に供用しました。

【開通区間の概要】

・箇　　 　所：　東牟婁郡那智勝浦町二河
にこう

地内

・延　　 　長：　７００ｍ（うち自転車通行斜路付階段８２ｍ含む）

・事  業　費 ：　約４億円

・幅　　　 員：　３．０ｍ

・事 業 着 手：　平成２８年度

この「海のサイクリングロード」は、千葉県銚子市から神奈川県、静岡県、愛知県、
三重県、和歌山県の各太平洋岸を走り、和歌山市に至る延長約１,４００ｋｍの「太平
洋岸自転車道」の一部を構成しています。
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